
	 第３節	 労働力供給の動向
●労働力人口は過去最高の6,957万人
2024年は女性や高齢者を中心とした労働参加が前年に引き続き進展した。労働力人口は前
年差32万人増の6,957万人で過去最高となり、２年連続で増加した（第１－（２）－12図）。非
労働力人口は前年差53万人減の4,031万人となり、４年連続で減少した。男性の非労働力人
口は1,510万人、女性の非労働力人口は2,521万人であり、非労働力人口の男女差は1,011万
人であった。非労働力人口は女性が男性を上回っているが、1,303万人であった2015年以降、
非労働力人口の男女差は縮小傾向である。

第１－（２）－12図 労働力人口及び非労働力人口の推移
○　労働力人口は過去最高の6,957万人。

（１） 男女計 （２） 男性 （３） 女性
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資料出所　総務省統計局「労働力調査（基本集計）」をもとに厚生労働省政策統括官付政策統括室にて作成

●女性や高齢者を中心に労働参加が進み、労働力率は過去最高の水準
15歳以上人口に占める労働力人口の割合である労働力率は63.3％であり、2013年以降上
昇傾向で推移する中、過去最高水準となった（第１－（２）－13図）。男性の労働力率は71.5％
であり、過去10年間は横ばい圏内で推移しているが、女性の労働力率は55.6％であり、過去
10年間で6.0％上昇した。労働力率の男女差は15.9％であり、過去10年間で男女差は縮小し
たが、依然として差がみられる。
年齢階級別の労働力率は、全ての年齢階級において上昇傾向で推移し、2024年は過去最高
水準となった。「25～34歳」「35～44歳」「45～54歳」の労働力率は2015年の85～86％程度
から2024年で89～91％程度と、４％ポイント程度上昇している。労働力率の上昇幅が最も
大きかったのは、女性の労働参加が大きく進んでいる「55～64歳」の12.9％ポイントであり、
2015年59.2％から2024年72.1％に上昇した。年齢階級別の労働力率を男女間で比較すると、
「15～24歳」を除く全ての年齢階級において、男性の労働力率が女性の労働力率を上回った。
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第１－（２）－13図 男女別・年齢階級別労働力率の推移
○　女性や高齢者を中心に労働参加が進み、労働力率は過去最高の水準。

（１） 男女計 （２） 男性 （３） 女性
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資料出所　総務省統計局「労働力調査（基本集計）」をもとに厚生労働省政策統括官付政策統括室にて作成

●正社員の新規求職申込件数は減少傾向、パートタイム労働者の新規求職申込件数は横ばい圏内
労働力供給の状況を示す指標である、新規求職申込件数及び有効求職者数は2009年以降、
長期的には減少傾向で推移している（第１－（２）－14図）。2024年の新規求職申込件数は、前
年差約8,000件減の約37万件であり、2024年の有効求職者数は、前年差約２万人増の約193
万人であった。
正社員の新規求職申込件数及び有効求職者数は、2009年以降、長期的には減少傾向で推移
しており、2024年の正社員の新規求職申込件数は前年差約8,000万件減の約23万件、正社員
の有効求職者数は前年からほぼ横ばいの約115万人であった（第１－（２）－15図（１））。
パートタイム労働者の新規求職申込件数及び有効求職者数は、2020年４月に大幅に減少し
た（第１－（２）－15図（２））。新規求職申込件数（季節調整値）は2020年６～７月にかけて
増加、有効求職者数は2020年６～12月まで増加し続けた後、いずれもほぼ横ばいで推移し
ている。2024年のパートタイム労働者の新規求職申込件数はほぼ横ばいの約14万件であり、
パートタイム労働者の有効求職者数は前年差約２万人増の約76万人であった。
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第１－（２）－14図 新規求職申込件数及び有効求職者数の推移
○　新規求職申込件数及び有効求職者数は減少傾向。
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資料出所　厚生労働省「職業安定業務統計」をもとに厚生労働省政策統括官付政策統括室にて作成

第１－（２）－15図 正社員及びパートタイム労働者の新規求職申込件数及び有効求職者数の推移
○　正社員の新規求職申込件数は減少傾向、パートタイム労働者の新規求職申込件数は横ばい圏内。

（１） 正社員 （２） パートタイム労働者
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資料出所　厚生労働省「職業安定業務統計」をもとに厚生労働省政策統括官付政策統括室にて作成
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